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 入札の無効 本入札公告に示した競争参加
資格のない者の行った入札、申請書又は資料
に虚偽の記載をした者の行った入札及び入札
に関する条件に違反した入札は無効とする
 手続における交渉の有無 無
 契約書作成の要否 要
 当該工事に直接関連する他の工事の請負契
約を当該工事の請負契約の相手方と随意契約
により締結する予定の有無 無
 低入札価格調査を受けた者との契約に係る
前金払の金額は請負代金額の10分の２以内と
する。
また、低入札価格調査を受けた者との契約
に関し、発注者より契約解除された場合の違
約金は、請負代金額の10分の３に相当する額
とする。
 配置予定技術者の確認について
 落札者を決定後、工事実績情報システム
（コリンズ）等により配置予定技術者の専
任制違反の事実が確認された場合、契約を
結ばないことがある。
なお、種々の状況からやむを得ないもの
として承認された場合の外は、配置予定技
術者の変更は認められない。
 落札者となった者は、落札決定後、契約
締結までに配置予定技術者が営業所の専任
技術者と重複していないことが確認できる
資料を提出するものとする。

 施工体制確認のためのヒアリングを実施す
るとともに、その際、追加資料の提出を求め
ることがある。入札参加者が提出期限までに
追加資料を提出しない場合、ヒアリングに応
じないなど調査に協力しない場合及び追加資
料の記載内容が適切でない場合（未記載、未
定を含む。）は、その者の入札を無効とするこ
とがある。
 契約締結後のＶＥ提案として、受注者は設
計図書に定める工事目的物の機能、性能等を
低下させることなく請負代金額を低減するこ
とを可能とする施工方法等に係わる設計図書
の変更について、発注者に提案することがで
きる。この提案が適正と認められた場合は、

設計図書を変更し、必要があると認められた
場合には請負代金額の変更を行うものとす
る。詳細については特別仕様書による。
ＶＥ提案内容については、その後の工事に
おいて、その内容が一般的に使用されている
状態となった場合は、無償で使用できるもの
とする。ただし、工業所有権等の排他的権利
を有する提案については、この限りではない。
なお、発注者がＶＥ提案を適正と認め、設
計図書の変更を行った場合においてもＶＥ提
案を行った建設業者の責任が否定されるもの
ではない。
 一般競争参加資格の認定を受けていない者
の参加 上記２のに掲げる一般競争参加資
格の認定を受けていない者も、上記４のに
より申請書及び資料を提出することができ
る。
ただし、競争に参加するためには開札の時
点において当該資格の確認を受け、かつ一般
競争参加資格の認定を受けていなければなら
ない。
 電子入札について
 電子入札システムによる手続開始後に、
紙入札方式への途中変更は原則として行わ
ないものとする。
ただし、入札参加者側にやむを得ない事
情が生じた場合には、発注者の承諾を得て
紙入札方式に変更できるものとする。
 電子入札システムに障害等やむを得ない
事情が生じた場合には、紙入札方式に変更
する場合がある。
 電子入札システムに係わる運用について
は、「農林水産省電子入札運用基準標準例」
（東海農政局ホームページ；https://www.
maff.go.jp/tokai/supply/nnzigyo/index.

html）によるものとする。
 発注者綱紀保持対策について 農林水産省
の発注事務に関する綱紀保持を目的とした、
農林水産省発注者綱紀保持規程（平成19年農
林水産省訓令第22号）第10条及び第11条に
のっとり、第三者から以下の不当な働きかけ
を受けた場合は、これを拒否し、その内容（日

時、相手方氏名及び働きかけの内容）を記録
し、同規程第９条に基づき設置する発注者綱
紀保持委員会（以下「委員会」という。）に報
告し、委員会の調査分析において不当な働き
かけと認められた場合には、当該委員会を設
置している機関において閲覧及びホームペー
ジにより公表する。
（不当な働きかけ）
 自らに有利な競争参加資格の設定に関す
る依頼
 指名競争入札において自らを指名するこ
と又は他者を指名しないことの依頼
 自らが受注すること又は他者に受注させ
ないことの依頼
 公表前における設計金額、予定価格、入
札金額又は低入札価格調査制度の調査基準
価格に関する情報聴取
 公表前における総合評価落札方式の技術
点に関する情報聴取
 公表前における発注予定に関する情報聴
取
 公表前における入札参加者に関する情報
聴取
 その他の特定の者への便宜又は利益若し
くは不利益の誘導につながるおそれのある
依頼又は情報聴取

 その他 詳細については、入札説明書及び
令和５年７月５日付け東海農政局の共同企業
体資格審査申請の公示による。

７ Summary

 Official in charge of disbursement of the

procuring entity : Kobayashi Katsutoshi,

Director General of Tokai Regional Agri‑

cultural Administration Office

 Classification of the services to be pro‑

cured : 41

 Subject matter of the contract : The tun‑

nel construction work at the upstream part

of the northern juxtaposition canal in Ya‑

hagi‑Sogo agricultural land disaster pre‑

vention project
 Time‑limit for the submission of applica‑

tion forms : 5 : 00 P.M., 27 July, 2023

入 札 公 告（建設工事）

次のとおり一般競争入札に付す。
令和５年７月５日

支出負担行為担当官
中部地方整備局長 稲田 雅裕

◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 23
〇第１号
１ 工事概要
 品目分類番号 41
 工事名 令和５年度 東海環状庭田高架橋
下部工事（電子入札対象案件）（電子契約対象
案件）
 工事場所 岐阜県海津市南濃町
 工事内容 工事延長 Ｌ＝360ｍ、工場製
作工（刃口金物）１式、道路土工 １式、Ｒ
Ｃ橋脚工 １式、排水構造物工 １式、構造
物撤去工 １式、仮設工 １式
 全体工期 契約締結日の翌日から令和７年
７月31日まで（但し、令和５年12月11日まで
に工事の始期を設定すること）
工事を施工しない日 設計図書のとおり
工事を施工しない時間帯 設計図書のとおり
本工事は、受注者が全体工期内で工事の始
期及び終期を任意に設定することができるフ
レックス工期を採用した工事であり、前余裕
期間を設定している。
前余裕期間とは、契約の締結から工事の始
期までの期間をいう。

 Time‑limit for the submission of tenders

by electronic bidding system and relevant

documents for qualification : 5 : 00 P.M., 30

August, 2023, in case of submission of ten‑

ders by documents : 5 : 00 P.M., 30 August,

2023

 Contact point for tender documentation :

Adjustment Section, Design Division, Rural

Development Department, Tokai Regional

Agricultural Administration Office, 122
Sannomaru, Naka‑ku, Nagoya city, Aichi

prefecture, 4608516, Japan. TEL 052
2017271 ex. 2614
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